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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

連
合
中
越
に
結
集
す
る
組
合
員
と
ご
家
族
の
皆
様
、
そ
し
て
、
日
頃
よ
り
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
各
関
係
機
関
・
各
団
体
の
皆
様
に
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
師
走
の
総
選
挙
で
は
、
野
党
共
闘
に
よ
る
自
民
党
候
補
と
の
戦
い
で
あ
り

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
国
民
の
真
意
は
今
の
安
倍
政
権
を
支
持
し
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
に
期
待
す
る
と
い
っ
た
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
組
織
の
代
表
と
し
て
忸
怩

た
る
思
い
で
あ
り
ま
す
が
、
有
権
者
の
半
分
し
か
投
票
し
な
い
衆
議
院
選
挙
な
ん

て
、
真
っ
当
な
政
治
家
な
ら
ば
、
反
省
、
慙
愧
の
念
を
著
し
く
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
同
時
に
政
治
が
根
元
か
ら
崩
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
直
視
せ
ね
ば
な
ら
な

い
時
な
の
で
す
。
与
党
、
と
り
わ
け
自
民
党
が
大
勝
す
れ
ば
―
国
の
か
た
ち
を
変

え
よ
う
と
す
る
動
き
が
加
速
す
る
危
惧
が
あ
り
ま
す
。
白
紙
委
任
に
な
っ
て
は
な

ら
な
い
―
（
東
京
新
聞
社
説
12
／
14
）
と
い
う
見
解
は
も
っ
と
も
な
危
惧
で
あ

り
ま
し
た
。
現
に
、
沖
縄
全
選
挙
区
で
は
自
民
敗
北
。
棄
権
は
危
険
だ
が
、
投
票

は
大
き
な
力
を
生
む
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
有
権
者
は
こ
の
国
の
有
り
方
・
方

向
性
に
イ
エ
ス
と
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
ツ
ケ
を
近
い
将
来
払
わ
さ
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
円
安
不
況
で
地
方
は
た
ま
っ
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
、
そ

し
て
労
働
者
も
規
制
の
緩
和
で
厳
し
い
時
代
が
来
る
予
感
で
す
。

連
合
は
今
回
の
結
果
を
受
け
、
早
急
に
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
の
実

現
に
真
正
面
か
ら
政
策
論
議
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
来
る
統
一
地
方
選
挙
で

は
多
く
の
我
々
の
同
士
が
、
地
方
議
会
で
果
敢
に
挑
戦
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、
推
薦
候
補
者
全
員
の
当
選
が
急
務
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
組
織
及
び
組
合
員
の
皆
さ
ん
は
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
断

固
た
る
思
い
で
戦
っ
て
下
さ
い
。

さ
て
、
様
々
な
運
動
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
労
働
運
動
で
重
要
な

こ
と
は
、
労
福
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
連
携
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
み
で
は
カ
バ
ー

し
き
れ
な
い
領
域
を
担
う
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。
労
働
組
合
が
地
域
の
活

動
へ
深
く
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
が
、
連
合
中
越
が
め
ざ
す
、
『
自
立
し
た
持
続
可

能
な
日
本
一
の
地
協
活
動
』
で
あ
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
当
然
な
が
ら
地
域
の
拠

り
所
と
し
て
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
や
生
活
困
窮
者
支
援
事
業
を
推

進
し
、
働
く
こ
と
を
軸
と
し
て
地
域
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、
組
織
さ
れ
た
組
合

員
だ
け
で
な
く
全
て
の
労
働
者
の
福
祉
向
上
を
め
ざ
す
こ
と
が
原
点
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
活
動
に
産
別
、
単
組
の
皆
さ
ん
の
関
わ

り
を
持
っ
て
頂
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
、
更
に
中
越
管
内
に
地
協
の

運
動
を
浸
透
さ
せ
、
組
合
員
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
正
義
・

公
平
公
正
な
社
会
づ
く
り
に
愚
直
な
ま
で
に
邁
進
し
、
地
域
の
労
働
運
動
の
活
性

化
に
貢
献
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
皆
様
方

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。
昨年10月の市長選挙におきまして、多くの市民の皆様のご支持をいただき、４

期目の市政のかじ取りをさせていただくことになりました。これまで取り組んで
きた、「オンリーワンのまちづくり」「スマートウエルネスみつけ」といった
チャレンジや、私が思い描くこれからのまちづくりに対し、共感をいただいたも
のと自信を深めるとともに、皆様の期待に応えられるよう決意を新たにしたとこ
ろです。

さて、平成26年を振り返ると、「市民との協働のまちづくり」が大きな成果と
して実感できた年だったように思います。

６月には、天皇皇后両陛下が見附市をご訪問され、平成16年に起こった７・13水害の様子と復旧状況をご視察になりました。水害以後、
防災・減災の仕組みを市民と共に作り上げてきた見附市にとって、両陛下にお越しいただいたことは、大変誇らしいことであり、市民を代
表して応対させていただき、とても光栄に思いました。

７月には、ネーブルみつけが開館10周年を迎えました。また９月には、一昨年に誕生した道の駅パティオにいがたが約１年で来場者100
万人を達成しました。これらはいずれも、見附の交流・観光の拠点としてその機能を果たしている施設であり、市民の皆様の知恵や力をお
借りしながら運営を行っていることから、全国的にも高い評価を受けています。改めてこのまちの市民力の高さを実感するとともに、市民
の皆様に感謝を申し上げたいと思います。

一方、これからは「超高齢化と人口減少社会」を見据えたまちづくりが重要となります。この深刻な社会問題を背景に、昨年、国に提案
した総合施策が「地域活性化モデルケース」として認定されました。この提案は、今まで市が行ってきた「健幸なまちづくり」をベースに
したものであることから、認定されたことは、これまでの取り組みが国に認められたとともに、見附市に大きな期待が寄せられていること
を意味しています。５年間、その実現に向けて、国を挙げての支援を受けられるという、全国でも数少ない限られたチャンスを生かしなが
ら、これから迎える超高齢化と人口減少社会を克服できるまちづくりに挑戦していきたいと思います。

昨年度、教育委員会が市内のすべての小・中学生に行ったアンケートで、小学生の95％、中学生の89％が「見附が好き」と回答しまし
た。子どもたちが見附市に愛着を感じていることを素直にうれしく思うと同時に、見附の将来を担う子どもたちが、いきいきと活躍できる
まちづくりを進めていかなければならないと思っています。そのためにも、さらにまちの魅力に磨きをかけていく必要があります。引き続
き、市民の皆様のご協力をお願い申し上げます。

最後に、この新しい年が、皆様にとりまして幸多き年となりますことを心からお祈り申し上げ、新年のごあいさつとさせていただきま
す。

    新年のごあいさつ

      見附市長 久住 時男

本年も変わらぬご愛顧をお願いいたします

明けましておめでとうございます。謹んで新年のお慶びを申し上げます。
連合中越様におかれましては、日ごろから勤労者や家族の暮らしの向上のた

め、地域に根差したさまざまな事業に取り組まれていることに心より敬意を表し
ます。

今年度からは、「長岡パーソナル・サポート・センター」において、市の「生
活困窮者自立支援促進モデル事業」を実施していただいておりますが、相談者に

寄り添ったきめ細やかなサポートにより、着実に成果を上げています。
また、開設から７年を迎える「ながおかライフサポートセンター」も、勤労者

の生活に関する相談に、行政や弁護士、金融機関、社会保険労務士、カウンセラーなどと連携し、一緒に解決の糸口を見出すという体制を
しっかりと整えていただいており、相談件数も2,800件を超え、市民の心強い存在となっています。

さらに、昨年９月に開催された「ワークライフセミナー」には、市民や社会福祉団体、ＮＰＯ団体などが多く参加し、安心・共生の福祉
社会の実現に向けて活発な意見交換が図られたと伺っております。

ほかにも、柿川周辺の清掃やアジア・アフリカ救援米運動などの活動も継続して実施していただいており、まさに市民協働によるまちづ
くりを率先して実践されています。
さて、雇用情勢においては、求人数の増加とともに、この春に高校や大学を卒業する学生の就職内定率も昨年度を上回る状況となってお

ります。一方で、雇用のミスマッチなどによる厳しい状況も見受けられます。市も、ハローワーク長岡や長岡商工会議所で組織する「長岡
市雇用対策協議会」で連携を取りながら、引き続き就職支援に取り組んでいきます。

近年、地方都市では首都圏への人口流出や少子高齢化による人口減対策と活力の維持は大きな課題となっています。そのためには、地方
が競いながらもスクラムを組んで連携していくことが大事であり、長岡を中心に６市３町をエリアに活動する連合中越の皆様の力は欠かせ

ません。市も、長岡の将来を担う若者が「いきいきと働けるまち」の実現に向け、若者の定住やＵ・Ｉターン、企業誘致の促進、そして起
業・創業への支援、３大学１高専や専門学校と連携した産業振興などに積極的に取り組んでいきます。

今年は、長岡空襲、終戦から70年という特別な年でもあります。平和への想いを共有するために続けてきた姉妹都市・ホノルル市との交
流は、若者の平和交流をさらに進め、終戦記念日には真珠湾で慰霊と平和を願う長岡花火を打ち上げます。これは、戦災都市の長岡市に

とって大変意義深く、私たち市民の誇りにつながるものです。
今後も、夢と希望にあふれる「ふるさと長岡」をつくるため、一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。
結びに、本年が皆様にとって幸多い年となるようお祈り申し上げ、年頭のあいさつといたします。 

    新年のごあいさつ

      長岡市長 森 民夫


